
令和５年度 第１回鹿児島県事業評価監視委員会 会議結果概要 

開催日時  令和５年８月１８日（金）午後１時１０分～午後６時５分 

開催場所  県庁６階 大会議室 

出席委員  有馬純隆，石塚孔信，落司ひとみ，北郡秀也，酒匂一成，志村正子， 

蓑毛まりえ，山口明伸，山本智子 

公開・非公開の別  公開 傍聴者数  ２人 

問 い 合 わ せ 先   土木部監理課技術管理室技術指導係 (tel：099-286-3515) 

議 題 

令和５年度事業再評価対象箇所（全３２箇所）の審議 

⑴ 再評価対象箇所の概要説明及び質疑 

⑵ 詳細審議箇所及び現地調査箇所の選定 

審議結果等の概要 

第１回委員会に付議された事業再評価対象箇所（全３２箇所）について，概要説明

の後，審議が行われ，次の１６箇所を選定（うち５箇所で現地調査）し，次回の委員

会で詳細審議を行うこととなった。 

 

① 道路改築事業（鹿屋市／吾平道路）[県事業] 

埋蔵文化財の追加調査分の活用状況について，詳細審議を行う。 

 

② 道路整備（交付金）事業（奄美市／おがみ山バイパス）[県事業] 

ルート変更の経緯，事業費増の理由，他事業との連携状況について，詳細審議を

行う。 

 

③ 防災・安全（交付金）事業（屋久島町／宮之浦港）[県事業] 

季節ごとの防波堤の整備効果，防波堤の断面変更の経緯について，詳細審議を行

う。 

 

④ 防災・安全（交付金）事業（徳之島町／亀徳港）[県事業] 

防波堤延伸の理由と効果について，詳細審議を行う。 

 

⑤ 都市河川改修事業（鹿児島市／新川）[県事業] 

土地区画整理事業との連携状況について，詳細審議を行う。 

 

⑥ 総合流域防災事業（伊佐市／羽月川）[県事業]・・・現地調査 

牛根川のヒ素という特殊事業，増額内容について，詳細審議を行う。 

 

⑦ 総合流域防災事業（鹿屋市／甫木川）[県事業]・・・現地調査 

軟弱地盤対策の増額，伏流水への対応，国益堰の関係者との協議について，詳細

審議を行う。 

 

⑧ 事業間連携砂防等事業（火山）（姶良市／木場谷１）[県事業]・・・現地調査 

山腹崩壊箇所の対策，保全対象の状況について，詳細審議を行う。  

 

  

 



⑨ 火山砂防事業（指宿市／逆瀬川支流）[県事業] 

地籍調査完了後の地権者数や市の協力体制，工事完成まで計画について，詳細審

議を行う。  

 
 
⑩ 通常砂防事業（垂水市／上の宮川）[県事業] 

前回再評価の要望に対する対応状況，地すべりの対策状況ついて，詳細審議を行

う。  

 

⑪ 総合流域防災事業（砂防）（南さつま市／堀切谷川(２)）[県事業]・・現地調査 

渓流保全工の詳細，地元要望や被害の状況について，詳細審議を行う。 

 

⑫ 総合流域防災事業（砂防）（瀬戸内町／尻田川）[県事業] 

砂防ダムを不透過型から透過型に変えた理由について，詳細審議を行う。 

 

⑬ 地すべり対策事業（霧島市／新湯地区）[県事業]・・・現地調査 

温泉地帯で火山地形の地すべりの状況，地下水位を下げるための対策について，

詳細審議を行う。 

 

⑭ 地すべり対策事業（南さつま市／松木場地区）[県事業] 

養豚場の対策について，詳細審議を行う。 

 

⑮ 地すべり対策事業（奄美市／小浜地区）[県事業] 

投資効果や進捗状況の評価，アンカー広報の追加対策が必要となった経緯につい

て，詳細審議を行う。 

 

⑯ 総合流域防災事業(地すべり)（龍郷町／浦地区）[県事業] 

地すべり対策全般，投資効果や進捗状況について，詳細審議を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

 今回選定された１６箇所について,第２回委員会で詳細審議を行う。 

 



 

令和５年度 第２回鹿児島県事業評価監視委員会 会議結果概要 

開催日時  令和５年１１月８日（水）午後１時１０分～午後４時２５分 

開催場所  県庁１８階 特別会議室 

出席委員 

 

 有馬純隆，石塚孔信，落司ひとみ，北郡秀也，酒匂一成，志村正子， 

蓑毛まりえ，山口明伸，山本智子 

公開・非公開の別  公開 傍聴者数  ２人 

問 い 合 わ せ 先  土木部監理課技術管理室技術指導係 (tel：099-286-3515) 

議 題 

令和５年度事業再評価対象箇所の審議 

(1) 詳細審議（１６箇所） 

(2) 対応方針取りまとめ（全３２箇所） 

審議結果等の概要 

(1) 詳細審議 

第１回委員会において詳細審議箇所として抽出された１６箇所について審議が

行われ，２箇所に「要望」，１箇所に「意見」を付した上で，対応方針案（継続）

が妥当であると了承された。 
 
(2) 審議結果取りまとめ 

本年度付議した全３２箇所について，事業主体の対応方針案（全て継続）が妥

当であると了承された。 

このうち，次の３箇所については，「要望」，「意見」が付された。 

 

①道路整備（交付金）事業（奄美市／おがみ山バイパス） 

 【対応方針案：継続】・・・・・「要望」 

 
 
②都市河川改修事業（鹿児島市／新川） 

 【対応方針案：継続】・・・・・「要望」 

 
 
③地すべり対策事業（南さつま市／松木場地区） 

 【対応方針案：継続】・・・・・「意見」 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

 第２回委員会をもって本年度の審議が終了したことから，今後，委員会からの結果

報告を受け，事業主体が対応方針を決定する。 

 

 


